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アイヌ考古学の歩みとこれから 

 

佐藤孝雄 

(慶應義塾大学文学部) 

 

構成 

 Ⅰ. はじめに                   Ⅳ. 考古学者が語るアイヌ史、アイヌ像の変化 

 Ⅱ. 渡辺仁の研究とアイヌ考古学の発展        (1)「歴史性」の重視と「原始性」の否定 

  (1)「土俗考古学」                 (2) 広がりつつある文化観・歴史観の齟齬 

  (2)「クマ祭文化複合体」             Ⅴ. 島松沢の岩屋での民族考古学的調査 

  (3)「アイヌ・エコシステム」            (1) 調査を通じて得た知見 

 Ⅲ. 渡辺のパラダイムに対する批判                (2) 漁川源流域における交錯と共感 

  (1) 渡辺にとっての「アイヌ文化」              Ⅵ. むすびにかえて 

  (2) 渡辺モデルに対する見直し 

 

要旨 

 アイヌ考古学については、これまで幾人かの研究者がその歩みを振り返り、展望ものべてきた(e.g.天野

1995, 宇田川 2000, 越田 1988, 鈴木 1994, 藤本 1984)。彼らも含め、アイヌ考古学に取り組む研究者の多く

が、故渡辺仁の方法論や作業仮説(モデル)から多大な影響を受けてきたことは、誰もが認めるところであろ

う。しかしながら、この渡辺のパラダイムに対しては、既に幾人かの研究者達により見直しや転換の必要性

も説かれ (e.g. 天野 1995, 深沢 1995, 瀬川 2005, 2007)、それに伴い、考古学者達によるアイヌ史の語り口

にも、少なからぬ変化が生じるに至っている。 

 今日、「修正主義者」の見地に立つ考古学者は、純粋かつ不変的なアイヌ社会など虚構にすぎないと考え、

むしろその変化、混淆、複雑性を強調するなか、新たなアイヌ史を語るようになった。その結果、考古学者

が語るアイヌ史・アイヌ像と、長年アイヌ自身が語り継いできたそれとには、無視できない齟齬も生じてい

る。わけてもウタリ協会会員が好んで語ってこられたようにおもえる「原始性」、エコロジカルな暮らし方、

和人との対立構造などについて、既に考古学者の多くは無条件に容認しがたく感じているのが実情だろう。 

 もとより歴史の「構築性」、「多声性」をただ説いていられる立場なら、そうした齟齬を解消・縮減する必

要性など、さほど感じなくてすむかもしれない。しかしながら、アイヌの方々が暮らす場所に長期滞在する

なか、発掘調査をはじめとするフィールドワークを実施し、ときに遺跡の保全にも関わる考古学者にとって、

この問題を放置することは、自らの調査・研究や社会活動に支障を来すことにもつながりかねない。歴史観・

文化観の齟齬が大きくなれば、アイヌには必然的に、考古学者が発掘する遺跡やその成果をもとに紡がれる

歴史は「一体誰のためのものか」という疑問が膨らむこととなろう。さらにそれが高ずれば、調査・研究活

動に対する理解と協力が得られなくなり、遺跡の保全すらままならぬ事態に陥ることも想像に難くない。 

 いみじくも瀬川拓郎も説くように、新たな視点で歴史が語られるなかときに忘れがちにみえるのは、私た



ちの前にアイヌとして生きようとし、また生きてゆかなければならない人々が存在するという現実だ(瀬川

2007:258)。今なおいわれ無き差別と偏見のなかにも置かれている彼ら。彼らはなぜ私たちではないのか。彼

らの歴史はなぜ私たちの歴史と違うのか。そのことを共に考えるために、和人である考古学者はこれまで以

上にアイヌとの対話を重ねる必要があるだろうし、発掘調査などのフィールドワークも努めてその機会とす

べきであろう。 

 

 

 

     

 

図１ アイヌのクマ祭文化複合体とその 3側面(渡辺 1972) 

 

 

 

 

 

図２ アイヌ・エコシステムの基本構造(渡辺 1977) 

 

 



       

      

 

図３ 近世のアイヌ・エコシステム:          図４ 上川盆地におけるサケの遡上河川・ 

           十勝川上流地域の例(渡辺 1977)                      産卵場・遺跡の分布(瀬川 2007) 

  

 



 

図５ クマ送り場に利用されたシラッチセ(岩屋)群の位置 
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